
第３６回校内合唱発表会 ～心をひとつに重ね、未来を歌う～ 

12月12日（金）、本校体育館にて本校生徒会３本の柱の１つである「合唱発表会」を開催しま

した。どのクラスの歌声にも共通して感じられたのは、「仲間とともに挑戦し、自分たちでつくりあげ

た時間を誇りに思う」というまっすぐな想いでした。 

1年生は『COSMOS』『変わらないもの』『My Own Road―僕が創る明日―』の 3曲を通し

て、初めての中学校生活での合唱に戸惑いながらも、ひとつずつ階段をのぼるように成長していく

姿が印象的でした。練習初期は戸惑いもありましたが、本番では、全員の声が一つになり、仲間を

信じて歌う喜びが会場に広がっていきました。 

2年生の『ぜんぶ』『吹雪』『365日の紙飛行機』は、それぞれのクラスが１学期からの“1％の

改善”を積み重ねてきた結果が表れていました。特に『吹雪』では静かな情熱が胸に迫り、『紙飛

行機』では聴き手の心にそっと寄り添うような優しさを感じました。表現の幅とクラスのまとまりが、

確かな成長として形になっていました。 

3年生は、まさに“聴かせる”ステージ。『手紙～拝啓十五の君へ～』『YELL』『あなたへー旅立

ちに寄せるメッセージー』の 3曲は、それぞれの想いがあふれた見事な表現で、歌詞の一言一句

が会場にいるすべての人の心に届くようでした。卒業を控えたこの時期に、自分たちの「今」と「こ

れから」に向き合い、声で語る姿に、大きな感動がありました。 

本番に至るまでには、うまくいかないこともたくさんありました。声がそろわない、気持ちがバラバ

ラになる、やる気が空回りする――。それでも生徒たちは諦めず、「どうすれば伝わるか」「どうすれ

ばよくなるか」を話し合い、練習を重ねてきました。その過程こそが、この発表会の本質だったので

はないかと私は思います。 

この合唱発表会は、単なる音楽行事ではなく、生徒一人一人が自分の良さや可能性を発見し、

仲間とつながる“ウェルビーイングの時間”でもありました。誰かを支える人、前に立つ人、自分を

乗り越える人...そのすべての役割が、合唱というひとつの舞台に結実していたのです。 

今後も八田中では、「小さなチャレンジ」「1％の改善」「レジリエンスの力」を大切にしながら、

“挑戦することがあたりまえ”の学校文化を、生徒と教職員の両輪で育んでまいります。この合唱発

表会で見せた生徒たちのまなざしこそ、未来をひらく力の証です。 
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声をつなぎ、心をつなぐ ～八田小との合唱交流～ 

 

 

 

 

 

 

12月 15日、本校 2年生が八田小学校を訪問し、合唱交流会を行いました。この行事は、中学

生が小学校時代を思い出しながら、音楽でつながり合う温かな時間として、毎年大切にされてい

る取り組みです。 

2年生は、校内合唱発表会で披露した曲を小学生の前で再び歌いました。舞台は変わっても、

ひとりひとりの表情には緊張感と誇りが入り混じり、“誰かに聴いてもらう”ことの重みと喜びを、改

めて実感しているようでした。 

中学生にとっては、かつて自分たちが通っていた母校の体育館、なじみある校歌、先生方の笑顔、

そして懐かしい空気が、たくさんの記憶を呼び起こす機会にもなりました。小学生と一緒に歌う八

田小学校校歌には、自然と笑顔が広がり、音楽を通して“過去の自分”と“今の自分”がつながる、

不思議で心温まる時間が流れていました。 

また、八田小の児童や先生方から「すごい迫力だった」「心に響いた」「感動した」といった言葉

が寄せられました。それらの感想を受けて、生徒たちは照れくさそうにしながらも、自分たちが確か

に成長したのだと実感していたようでした。 
勝負、成長の時へ  〜がんばれ３年生～ 

いよいよ、3年生にとっての大きな勝負どころがやってきました。 

1月 29日の公立高校前期入試を皮切りに、3月 4日の後期入試まで、緊張と挑戦の毎日が

続いていきます。これまで積み重ねてきた努力のすべてを、どうか本番の場でしっかりと発揮し、自

分の力で未来を切り拓いてほしい。私たちは、心からみなさんの背中を押しています。 

中学校での進路選択は、人生の節目となる大切な選択です。でも、それが人生の“すべて”でも

ありません。人はいつからでも、どこからでも、新たなチャレンジをすることができるからです。 

とはいえ、今、目の前の挑戦に向き合い、本気で努力するこの時間は、生徒達にとってかけがえ

のない「成長の機会」です。挑みぬいた人だけが手にできる“誇り”と“自信”が、きっとその先を照

らしてくれます。「自分を信じて、勝負を愉しもう」そんな言葉を、前期入試に向かう生徒たちに送り

出しました。 

チャレンジしているのは 3年生だけではありません。1年生も、2年生も、それぞれが新年度に向

けて新たな一歩を踏み出しているところです。 

日々の中に、チャレンジと改善そして、確かな成長の兆しがあふれています。 

保護者の皆様、地域の皆様。それぞれの場所で頑張る八田中の生徒たちに、どうか温かい応援の

まなざしをお寄せください。 

学校・家庭・地域が心を重ね合いながら、子どもたちの歩みを支えていけたらと願っています。 


